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勃興期に会ける蒙古人の信仰の広さと深さについて
高 sJ{ 武 J在
On the Faith of the Mongols in their Rising Time ; 
the Pervasion and Intensity of their Worship 
Takeo T AKAHARA 
It is believable that their faith rlayed an important role among other causes that brought 
about the rise of the Mongols in the thirteenth century. The result of its discussion was 
written in “The Bulletin of Aichi Institute of Technology， 1968， Vol， 4" on the subject of 
“On the Faith of the Mongols in their Rising Time; the Object and Contents of their Worship 
and the Existence of Heliolatry." Now， as the continuation and the conclusion of it， this report 




仰はシャマニズムであった. (iEJ P. 12-13iD J P .158 
159)その当時における彼等の最高の信仰対象は騰格
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ある必:初1告別乞の名が IAJ巻4，P.146， IA~.巻6 ，
Beki 







るとすれば， IAJ巻 5，P. 193， 194， 199に見える
Caγur Beki Sengun 
察冗児別乞(親f正録・元史抄児伯姫〕は，王宰の子桑昆































しくこれを考証している. 1 A ["巻7，P. 292'こは成吉
Kurbesu 
思が古児別速を問責する語として|首じ言葉が見えてい



















そそぎ全軍は潰えたのである固 (1AJ巻4，P. 148) 








lこ見出すことはできないが， [" AJ巻7，P. 263-264，乙

























Juvaini若 J.A.Boyle訳注の IFJ P. 35には，ボ
Kereid 
イJレの注として客時u亦傷部を土耳古系の部族としキリス
ト教の信者としている. (His people. the Kereit. 
Perhaps of Turkish origin， were Nestorian 
Pelliot 
Christians ;・・・・〉更に Boyleはペリオの説を引用し
て，乃蛮を蒙古化した土耳古人としている. (IF J P.41 
An interesting distinction in view of Polliot 
theory that the Naiman， who inhabited the region 
to the west of the Khangai， were infact Mon同

















































である巻数を省略する. P.83， 101， 119， 211， 235， 
259， 302， 304， 305， 333， 340， 342， 344， 405， 576). 
Qorci Zamqa 
害百勅赤(1AJ巻3，P.112)， 札木合(1AJ巻4，P .148， 
Wan Qan 
巻8，P .311)，王宰 (1AJ 5， P .191，巻5，P .198，巻
Qulan qatun Teb 
6， P. 225， 226)，忽閑合敦 (1AJ巻7，P. 295)，粘卜
tengeri Qorci 











ている. 1-AJ， P. 94 ~こは別包は族長の称， I元史語
解」には別古・別乞は貴族女子尊称・貴族男子の尊称と
Saca Beki 
している)撒察別乞 (IGJ・IHJ酵徹別乞， 1 AJ， 
Qaziγun 
P園 114，126， 136)合只温別乞 (1AJ， P. 131， 143， 
Quduqa 
195， 190)忽都合別CIGJ ・IHJ忽都花別乞 IAJ，
Bilge 
P.114， 148， 149， 398， 401， 406)必劫格別乞 CIHJ，
Qucar Beki 
必力寄別乞 1AJ， P .146， 239， 240)忽察児別乞(IGJ，
Togusu 
IHJ火察児別吉 IAJ， P. 114)脱古恩別乞 CIHJ，土
Qorci 
居思別吉 IAJ， P.182)部児赤 (1AJ， P .360 ~こは別乞
の称号が与えられたとある)又仮説ではあるが騰格理崇
拝者である貴族女子の尊称と推定せられる別乞-Beki
Beki Caγur Beki 
又は伯姫の称号の所有者は察冗児別乞(IGJ・IHJ抄
Qozin 
児伯姫 1AJ， P .193， 194， 199， 200)諮真別乞CIGJ，
Ibara 
IHJ火阿真伯姫 1AJ， P.193)亦巴合別乞 (1AJ， P. 
Alaaa 
257， 345)阿刺合;別乞(IGJ，阿刺海別乞 IAJ， P.403) 
Soraaγtani 

























































































は IFJP.39 Iと“Inshort， when these regions had 
been purged of rebels and all the tribes had 
becomes as his army， he dispatched ambassadors 
to Khitai， and afterward went there in person... 
J としているので，この事件は1208年一1211年の間に
起ったものであろう.


















































たり… J ICJ巻3. P .38b-39aには「騰古里合札
天地
児 額耶禿駒都周 帖木只泥 冗魯孫 額髭字勤禿該
商量着 人名行 国的 教倣


























を伝えたと述べている. iGod has spoken with me 
and has said:“1 have given all the face pf the 
earth to Temi日inand his children and named him 
Chingiz-Khan....... .."J I集史J D'ohsson， Howorth 
共にこのことを載せているが，何故か「秘史Ji親征録」
Kokocu 
には見えていない.悶悶出はこの功におごって野望をお
こし，晃飴直事件によって詠せられたことは先述の通り
である.
Tolui のら
抱雷は神告を信じて誼える水を飲んで死iこ，成吉思の
第一次第二次の即位には神告の宣揚によって衆望を得て
竿位l乙上った.特に第一次の即位には彼の信望も十分で
なかった時であるので，神告宣揚の効によって衆望も高
まり汗位に上ることができたのであろう.害百児赤や木合
善之の恩賞もこれを十分に裏書きしている.第二次即位後
Kokocu 
における閥閥出の里子望も神告宣揚と深い関係があるので
はなかろうか.そしてこの聞の事情を端的に表明してい
Zamuqa 
るものは，札木i斬悔の言葉であって，札木合は従者lこ捕
えられて成吉思の前lこ現われたが IAJ巻8. P.31に
よると，彼lま成吉忠、lこ勝たれた理由を数えあげた後「か
るが故lこ上帝より命ある安苔iこ勝たれるぞ」と述べてい
ることである.以上は神告のもつ絶対的な威力について
のべたのである.
むすぴ
以上は勃興当時 (12世紀後半より 13世紀前半)におけ
る蒙古人の信仰の広さと深さについて述べたのである
tengeri 
が， 彼等の信仰すなわら騰格理崇拝者の地理的広がり
は，乃蛮部においては多少の例外はあるにしても， 1206 
年に成吉恩が統ーした全蒙古高原の隅々にまで及んだの
である.又騰格理崇拝者は上は王公宮人より下はl庶民に
至るまで全ゆる階層に及んだのである園 云L、かえると
1206年l乙成吉忠が征服し統合した全蒙古高原の人々が
(乃蛮においては多少の例外はあるが)同じ信仰に生き
ていたのである.次にその信仰の深さに至っては，当時
Kokocu 
の亙の代表であったと居、われる悶悶出の権勢信望は，晃
強度事件が示すように大字の威権をも凌駕するほどであ
Tolui 
った.又抱雷の身代り第一次第二次即位における神告の
16 高原武雄
もつ社会的影響力は，吾人の想像を絶するものがあった
のである.そしてこれ等の事例が示すように亙のもつ信
望や勢力，騰格理一tengriー (皇天)の命(札阿鄭)が
神告
もつ魔力や威信も，重要するに当時の蒙古人のように単純
にして素朴な人々の「信仰の深さJいいかえると「信仰
心の想像することのできないほどの厚きと固さ」に由来
するものではなかろうか.そしてこのよう「信仰心の広
さと深さ」とが，どれほど成吉思の蒙古統一や戦争を勝
利l乙導いたかは多言を要しないところである.換言すれ
ば蒙古勃興の主要原因の一つであると結論しでも当を失
することはあるまい.同じ時代における寸字軍の由来を
考え併せるとき「宗教」否「信仰心」のもつ測り知るこ
とのできない力を認識せざるを得ないのである.
